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　４月１日付で５１人の人事

異動の発令。まちづくり推

進課を新設、窓口税務課を

町民生活課に名称変更、新

規採用４人、平成２２年度の

退職者は１人、職員交流等

で東伊豆町へ７人の派遣。
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　町税は入湯税を除き、現

年度分９億９０万７千円で前

年度比１，００８千円の増、滞

納繰越分は３，１００万４千円で

前年度比４６６万２千円の増、

国民健康保険税は現年度分

２億７，５１１万８千円で前年度

比５１８万７千円の減、滞納

繰越分は２，６１９万３千円と

６５４万３千円の増、平成２２年

度県地方税滞納整理機構に

よる河津町の移管分は１０件

で合計１，６８４万円の成果。
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　平成２２年度の温泉施設は、

踊り子温泉会館が６９，３１６人

前年比５，１４３人減、サンシッ

プ今井浜は２６，３９３人で４８０人

増、見高入谷高原温泉は

８，９４７人で、１，０１６人減、コ

テージ棟は８０２人、峰温泉

大噴湯公園は、５５，８５７人で

１３，４６４人減、カーネーショ

ン園は１４，４５４人で７４５人増、

花 菖 蒲 園 は１０，７１９人 で

１２，２２６人減、河津バガテル

公園は、６６，２７１人で２３，４６８

人減。
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　４月１８日見高浜、浜、谷

津、縄地地区の漁業者１８人

で発足、谷津支部では「海

の朝市」を開催し盛況であっ

た。
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　まちづくり推進課を主に、

７人の委員構成で在り方検

討委員会を設置、バラ園、

フランス広場の運営方法な

ど検討された。なお７月１５

日からフランス広場の入園

無料化。
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　県では「子育て理想郷ふ

じのくに地域モデル事業」

を創設、当町では２事業が

選定された。一つ目は「子

育てファミリー住宅整理支

援事業」この事業は１８歳未

満の子どもがいる家庭で新

築、リフォームを行う場合

の助成。二つ目は「不妊治

療助成事業」カウンセリン

グや一般不妊治療費の助成。
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　設計管理業務の入札を行っ

た。南小学校体育館屋根改

修事業、１１２万３，５００円で野田

建築設計事務所が落札、中

学校校舎体育館雨漏り改修

事業は、７５万６，０００円で正木

設計が落札し、文化の家読

み聞かせ室増築事業は、稲

葉設計事務所が１１２万３，５００

円で落札し契約した。
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　３月１４日から受付け、５月

末時点で３３０万６，２９３円、内

３０８万５，３２９円を日本赤十字

社静岡支部へ送金した。
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　岩手県山田町と大槌町を

中心に支援。５月１９日より２８

日まで事務職員１人、５月２３

日より２７日まで保健師１人

派遣。
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　５月２１日に県下一斉で実

施、下河津８地区の自主防

災会等の協力で４９４人の参

加。
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　「河津町緊急経済対策住

宅建築等助成制度」を創設、

平成２５年１２月末日まで町内

で木造住宅、新築、増築の

場合、固定資産税担当額の
１ ／ ２、新築１５万円、増築１０万

円を限度とし３年間助成。
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��…予算では自主財源が

約３５％です。その中の町税

は大きな財源です。それと

は別に、特別会計の国民健

康保険税、企業会計の水道

料、温泉料があります。そ

れらの、徴収状況は。

��…２２年度徴収状況は、

町税が９億３，１９１万円、国民

健康保険税が３億１３１万円で

前年を上回る収入となりま

した。不況の状況下として

は徴収担当者の努力の成果

があった。しかし、非常に

厳しい経済状況であり、来

年度予算編成は苦しい状況

が予想される。

������…徴収対策は、

静岡地方税滞納整理機構へ

の移管も含め対応している。

今年度も１０件の移管を予定。

����…水道料１億６，６８８

万円、収納率９５．６％で、温

泉料１億８，０６４万円、収納率

９４．９％です。

��…今後も、納付の義務

について、啓豪を図ってい

ただき不公平がない様に。
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��…この度の東日本大震

災は「自分の命は自分で守

る」を教えてくれた。津波

訓練実施に伴い、不備な部

分、避難路等の改善も含め

た取り組みは。町としての、

防災シュミレーションは。

��…大槌町、山田町と視

察をした。町が壊滅状態で

すざましい状況でした。

訓練の成果もあり、炊き出

し等敏速に対応できたとの

ことでした。今後町として

防災計画も立てていく。尚、

防災ラジオの追加、海抜表

示、避難看板の増設を実施

していく。

��…防災訓練で意識をた

かめる為にも、学校等公共

施設も含めた参加を。

��…学校は防災計画のも

とで対応をしている。要援

護者の避難も含め取り組む。

��…想定外の自然の力は、

一瞬ですべてを破壊します。

��…町の人口内容は６５歳

以上が３０％を超える状況で

す。高齢化社会対策とし、

介護施設の充実が必要。現

在も特養ホームに入所の希

望者が６４名ほどいる。町民

を優先的に受け入れてくれ

る施設の計画は。

��…地域密着形の特別養

護老人ホーム（サテライト

型）の制度がある。地元優

先の施設とし、町の介護保

険計画の中に位置づけ（２４

年度～２６年度）の計画に盛

り込みたい。

��…町民の声が大きい事

案をしっかり対応してほし

い。現在介護をしている町

民の生活の問題もあり、早

い対応をお願いしたい。

総合計画の一人ひとりが輝

くまちづくりの為にも、ぜ

ひ早期に取り組んでいただ

きたい。
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町民の認識を高く持つよう

な訓練をして下さい。
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��…東日本大震災をふま

えての教訓は、５月２１日津波

避難訓練の成果は。

��…津波より山崩れの方

が危険かと考える。防災マッ

プ、避難所、海抜表示の見

直しをつけ加える。避難訓

練、防災教育を周知してい

く。避難経路の整備も今後

進めていく。地図上での避

難経路を確認する方法もあ

るので、進めていく。

��…各地区ごとに防災委

員を設定してはどうか。

��…これからは各自主防

災会に１名の防災士の育成

を課題として考えていく。

��…町内には２６８１名の６５

才以上の方がいる。回覧板

の届かない方もいる。その

方たちの避難、訓練はどう

か。幼児や学童の津波避難

訓練はどうか。

��…ひとり暮らしの方や

災害時要援護者の方につい

ては平成２１年に災害時要援

��������	
��
�����

��������	
��

��…会議は公開か、内容

はどうか、予定はどうか。

��…町内入園者の推移か

ら町民憩いの場という感覚

は薄れてきたかと感じてい

る。委員会では公園の達成

すべき目標について議論を

している。バラ公園を廃止

する考えはない。

���…会は基本的には公

開だが一般傍聴は遠慮をお

願いしている。各報道には

告知して取材を認めている。

傍聴遠慮の理由は、委員で

ある町民の方々が場合に

よっては思い切った意見が

述べられないかと懸念して

の判断。内容は今迄２回の

中で各委員が自由に公園の

将来について意見を出して

いる段階でまとまっていな

い。町からは論点を。

護者避難計画を作成し

台帳の整備をした。保

健福祉課、総務課、民生

児童委員、社会福祉協

議会、各自主防災会に

配布して安否確認や救

助に役立てる様にして

いる。今後は個別計画

を作成。こういう方々
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について意見をお願いして

いる。

　今後は７月までに検討会

の結論をまとめて町長に提

言をし、町はこれを受け止

め、議会で相談しながら、

来年度以降の在り方につい

て形をつくっていきたい。

��…官民なれあいの第三

セクター方式には反対。伊

豆は花半島を大いに宣伝し

誘客をしていく事が大事。

への各種の広報は民生委員

にお願いし、しっかりとし

た避難体制を作成する。

　学童の対策は県教委が作

成した地震防災対策マニュ

アルに沿い、５つの学校で年

度ごとに計画を策定し対応

している。内容は役割分担、

避難経路、情報広報の活動

など。

��…国や県の計画を待た

なくともできることには積

極的な取り組みを望む。す

べての地区で本格的な津波

対策、土砂対策を一刻も早

く整えられるよう要望する。
� ���������������������������������
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��…今、言葉が乱れ始め

ているのではないか。今後

町はどういう方向で学校教

育、社会教育を行っていく

のか。

���…学校教育の立場と

しては、本来の使い方を指

導するが、社会の流れ、文

化の流れの中で少しずつ言

葉というのは変わっていく
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��…改正後の例規につい

ては、いつごろホームペー

ジで公開するのか。

���…９月の定例会で、

条例の改正や廃止の案を出

させていただき、定例会以

降速やかに行いたい。

��…県とのパイプを生か

して、活用できる予算はど

んどん活用して、事業を行っ

てほしい。

���…町長の施策に関連

した県や国の補助事業や新

規事業を常に注視しながら、

町の制度に取り入れていき

たい。
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��…震災に関連した施策

で、中小企業は利子補給制

度を創設したが、農業、漁

業等の施策についてはどう

か。

��…農業者や漁業者から

声があれば、対応していき

たい。

��…計画停電の対応につ

いては。

��…メディアの活用等も

あるが、計画停電の伊豆急

行の特急問題であれば、伊

豆急行本社へ訪問し要望も

行っているし、県や国へ出

向くことがあれば、他の部

署へも足を運び、河津町の

抱える問題について相談を

している。

��…町長の忙しさが、町

民には理解されていないの

ではないか。

��…まちづくりをしてい

く基本として、人づくりを

しっかりしなければならな

い。将来のまちづくりに全

力投球して働かせていただ

きたい。
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ものだと考える。

学校教育では、

校長先生方に、

河津の自然と地

域を取り込んだ

学校運営と教師

の仕事は教える

ことという確認

をお願

いしている。社

会教育について

は、多くの事業

があるが、６５歳

以上の寿大学、

小学校高学年の

緑の少年団、小

学校低学年の遊

び名人塾の３つ

が要だと思って

いる。
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��…川勝知事も自己評価

をしている。相馬町政の１

年間の自己評価と今後の３

年間の取り組みは。

��…職員に対し、仕事に

おける費用対効果を検証す

る意識付けが出来た。町民

からも役場が大変明るく成っ

たと、評価を頂いている。

機構改革においては、町づ

くり推進課を創設し、将来

に向けた町づくり（地域支

援活用補助金制度の活用等）

に取組む。今年は、県の

「子育て理想郷ふじのくに」

事業に手を上げ、モデル事

業に取組み、子育て支援の

充実を図る。また、各産業

毎の連携を図り、新たな産

業の創出による定住人口の

増加を図る。町政の基本は、

情報公開・情報発信として

今後も取組んでいく。

については、毎年行う事業

ローリングにおいて、進め

てきている。

��…目標管理の手法が導

入による自己業務の明確化

がなされて、初めて評価す

る仕組みが出来る。県のデー

タに依ると、各項目のラン

ク表ある。河津町が何番目

にいるかがわかる。詳細な

実施計画を作製する考えは

あるか。

��…事業がなされた後に

数値的検証が、必要だと考

えている。県における事業

棚卸表や先進地の事例等を

参考にして、成果をしっか

り検証する方向を強めて行

きたい。
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��…２３年度予算編成方針

にも町有財産の有効活用が

うたわれている。どれだけ

の財産があり、活用・計画

中及び未活用なものの状況

は。

����…普通財産

は、山林及び原野で

約７９０町歩・宅地・

道路残地等、合わせ

て約７９４町歩ありま

す。土地利用が約

１２％・建物の利用が

約１０％であります。

��…全戸に配布された第

４次総合計画を読むと、３年

間でどうなるという実施計

画の部分が不明確である。

仕事をしていく上で、各項

目の計画（目標）が必要。

どうなっているのか。

��…実施計画あるもの・

作製中のもの・未作成のも

のがある。細かな実施計画

��…一番大きなものが鉢

に山の約３１５町歩あります。

わくわくの森で９６町歩利用

している。未利用地につい

ては観光資源や地域振興の

面から活用を考えたい。

��…南中跡地については

委員会の答申が出て一年以

上経過している。また、上

佐ヶ野地区については、今

年度道路整備予算もついて

いる。１社１村運動・ブルー

ベリー園・わくわくの森・

三段の滝等という点の施設

を町有地を含めた面的な計

画を作りませんか。

��…南中跡地は、企業か

らの申し出もあったが、正

式に文書でお断りをした。

第４次総合計画を踏まえ、

河津町の一等地としての計

画を作りたい。上佐ヶ野地

区については、スピーデー

に進めていく。
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��…天心会建物の解体に

よる今後の作業日程と目的

について。

��…県と町の指定文化財

２４体を収納する収蔵庫を建

設したい。

���…仏像の補助率が教

育委員会では１１／２４体×１

／２率となる。ので補助率

の高い担当課にすべき。

������…予算の概要

は２２年度は９００万円。２３年

度が１，５００万円。２４年度が

１億５００万円。全体で約１

億３，０００万円。その内県費

補助は３，４００万円である。

��…費用対効果の観点か

ら見れば町の中心の町有地

に仮称『河津町歴史文化郷

土資料館』を建設し所有者

である谷津区の了

解のもと南禅寺の

仏像２４体、峰区の

善光庵仏像、段間・

姫宮の遺跡資料等

一同に展示、すべ

きと考えるが・・・

��…谷津区民の

意向もあるので、

提案として聞く。

谷津の入り口から

南禅寺までの道路

整備を含めて、今

後の整備計画を提

案したい。

��������	
�

��������	
��
����������
����������	
��
��������
�������

��…２２年度の決算では国

民宿舎かわづは赤字４０万６

千円、基金の修繕費取崩し

９６万８千円である。コスト

に対する意識が低いのでは

ないか。経営を丸投げして

いるのではないか。町長の

責任は。

��…２３年３月定例議会で

決算の見通しは昨年なみの

黒字と報告したが赤字となっ

た。責任は非常に感じてい

る。

��…県の耐震基準では平

成２８年３月までに耐震補強

すベきとしているがない場

合は解体と聞いている。赤

字決算を踏まえ一日も早く

対策を考えるべきである。

建物解体建替えも視野にい

れて早急に取り組むべきと

考えるが如何か。

��…施設の在りかた検討

委員会でそれぞれのあり方、

運営について検討。
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��…平成２１年度の赤字

１，５８３万９千円。平成２２年度

の赤字１，７３９万８千円。平成

２３年度の予算は最初から

２，２９６万６千円の赤字予算で

あり異常だ。町長の責任は。

��…修繕費が増加してい

るので大改修、解体も含め

て検討したい。
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　南房総に位置し人口９，２６４人、面積４５．１６�

の町です。

　河津町より河津桜を２本提供していただき、

現在町役場の前に原木として植栽されている。

平成１３年より河津桜で町づくりを推進し２２年

度までに１万４千本を河川周辺とダム周辺に

町民自身により植栽管理が実施された。地域

ボランティア活動により季節の草花等も植栽

され町民自身の手で、景観整備も進められ、

花のまちづくりが、実施されていた。

　三浦半島の先端に位置し人口４９，２９０人、面

積３２．２８�の三方を海に囲まれた町です。

　平成１１年より河津桜を植栽し、桜の咲く里

づくりの整備をしています。

　現在駅周辺より小松ヶ池公園までに河津桜

を植栽しています。公園に於ても桜の山をつ

くってあります。

　今後も植栽事業とし千本を目標に取り組み、

桜の名所に育て、ハイキングコース等の整備

をまちづくり会員を中心に取り組んでいる。

又、河津桜の名称で桜の町づくりを推進して

いた。 （渡辺）
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������　河津中学校卒業証書

授与式

������　交通安全対策委員会

� ���

��　河津町役場職員辞令

交付式

��　河津町消防団入団式

（河津中学校）

��　わかば保育園入園式

��　河津中学校入学式

　　　議会広報編集委員会

������　河津町漁業経営振興

会設立総会

������　議員月例会（勉強会）

������　３月分例月出納検査

報告書を受ける

� ���

������　春の交通安全街頭広

報（伊豆急河津駅前）

下田警察署管内防犯

協会総会（下田署内）

������　伊豆食品衛生協会河

津支部総代会

������　河津町自衛隊協力会

総会

�������������　全国町村議会

（議長会主催）議長、副

議長研修会（東京都）

���������
� � � � �

������　（仮称）今井浜病院地

鎮祭（伊豆急今井浜

海岸駅裏側）

������　４月分例月出納検査

報告書を受ける

������　静岡県町村議会議長

会総会（静岡市）副会

長に就任

河津町商工会通常総

会（バガテル公園）

������　河津町観光協会総会

������　賀茂郡議長会（東伊

豆町）会長に就任

�������������　議員視察研修

（千葉県鋸南町・神奈

川県三浦市）

� ���

��　静岡県地方議会議長

連絡協議会総会（政

策研修会）

��　農業経営振興会総会

��　伊豆縦貫自動車道建

設促進期成同盟会及

び合同促進大会（東

京）

��　議会運営委員会

������　富士山静岡空港利用

促進協議会総会

������������

　東日本大震災において犠

牲者となられた多くの方々

に心よりお悔やみ申し上げ

ます。消防団は、水・火等

災害から町民の生命身体及

び財産を衛るのが使命であ

る。今回の様な大津波災害

においては、消防団の活動

も困難であろう。消防団の

避難誘導がなければ避難出

来ないと言う声もあるがそ

れは如何なものか。災害に

おいては、各地区自主防組

織の強化が必要ではないか

と思う。又、町民それぞれ

の防災意識の向上が必要で

あると感じる。消防団員も

高齢化し若手の入団が年々

減少している。町内在住で

も入団を拒否する若者も増

えて来ているようだ。各家

庭や職場での消防団に対す

る理解と協力をお願いした

い。
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